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　交響曲第3番二立国「ワグナ／1一」。ζの

ブルックナーの曲を，恥ずかしくも，ワグナ

ー自身の曲だと思っていた。ンコードを貫

い集める金もなく，神田日三三の三三店、

　「ランブル」あたりで，・クラシック音楽を

聴き漁り始めた頃だった。

　レコード・ジャケット。映画の看板。貸．

部屋広告。本の背文字。どれにしても，一・

暦了解の早合点，とんでもない恥さらしと

なる。ましそ書物相手の職業に入6て，し

かも各々の図書分類，件名付与が日日の仕

事となってからは，恥の掻き捨て御免では

済まされなくなった。

　書名がどの程度，そのまま主題を表現し

ているみか。書店で棚を見まわすとき；．新

刊書の新聞広告をながめる’とき，書名＝主

題がどれくらいあるのか気セとなる。洋書の

分類担当から和書のほうへ先年の4月に移

ってからは，その関心がなおさらつよくな

．t．うkg書名あるいは書名の一部だけを手懸

りに，分類吃件名付与ができれぽ，骨減し

みと能率アップが手に入る。コンピュTタ

に読み取らせての自動処理も可能な、はず

．だ。

　　r図書館学の五法則』の著者SLK・ラ

　1ガナタソの法則の第3番目は，＜いず

れの図書にもすべて，．その読者を〉であ

　Q。どんな本にも，必ず読考が潜在的にせ

　よ存在するはずだから，図書館員は目録，

書架排列，レファレγス・サービスなどで

そめ読者をその図書へ導けという。有能な

ライブラリアンの手中にあっては，図書館

は万華鏡のような，もの。万華鏡を回転さ

せ，すべての面を観察できるようにし，各

々め面が利用者の関心を惹くようにするQ

が法則に叶うと’。

　その万準鏡の中でも，書名は主意を手繰

るに欠かせないのだが，『山口百恵は菩薩

℃ある』に《信仰》，『死んだ猫の101の利

用法』には《廃物利用》の件名など付いて

ない。

　書名と主題（件名）の関係は，実際には

どうなのか。国立国会図書館和図書データ

（83年1月現在）から端末機で呼び出し

て，おもいつくまま《ロック音楽》に関し

てやってみよう。

　書名に「ロック」が含まれるもの53件

（但し「ロックン．ロール」やrRock」は除

く）。こみ53件すべてがロック音楽に関す

る図書ではない。『ジョン・ロック研究』，

rジョゾ・ロックと主権理論』などは，な

るほどと思うが，『ロックボルトエの現場

設計法に関する研究報告書』となると，書

名の読みの分かち書ぎの難しさ，「ロック」

のノイズというしかない。

　次に件名《・ロック音楽》付与のもので7．

書名に「ロッ）」が含まれない（前出53件

に含まれなのものが14件。『十中八九は御

乱心』，r多量な音の時代』，　rピンク・フロ

イド』1『デ・ランにはじまる』など・「ロ

ック」に関する限り，著者や副書名も三三

て検索の手懸りにすれば，主題は書名から

概ね掴めそうだが，『デ渚ランにはじまる』

などはディラン・トマスに関するものか

と，またそろ早合点して恥を掻きそうだ。

　　　　　　　（収集整理部　千賀正之）
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